




David Hayman がその著書 Ulyse: The Mech αnics of Me αnig の中
で arnge という語を初めて用いたのは1970 年であった。 1970 年といえ
ば，それまで主としてホメロスの『オデユツセイアJ との照応関係や，内
的独自Ci nterior monlgue) I 意識の流れ (stream-ofcnsiounes)
といった小説技法についての研究や論考が主流であった『ユリシーズ』研
究がI nartive 研究へと大きく展開していく時期である o 1982 年に出版
した同書の第 2 版に加えた Ten Years A庇er Thougts という一種の附記
のなかで著者自身が自負しているようにI Hayman のこの研究がその後
『ユリシーズ』の nartive についての研究書が次々に出版される晴矢と
なったといっても過言ではない。 Marilyn French が The Bok αs World: 
Jα mes Joyce's Ul yse (1976) を出版しI Michael Groden がUl yse in 
Proges (197) ， Kener が Joyce 包Voices (1978) とUlyse (1980) 
を相次いで上梓しI Karen Lawrenc の The Odyse of Style in Ulyses 













作者が姿を消したような錯覚を与えもした。 narative 研究や， nartor 
の種類， nartor とauthor の関係などについてさまざまな研究が現れ始
める 60 年代から70 年代へかけての文学研究の風土はちょうどそのような時
期に当たっていたと言えよう O
nartive 研究のバイブルとも言える Wayne Both の The Rhetoric of 
















Ar range 再考 3 
1970 年に Hayman が arnge という概念を提示して以来， rユリシー
ズ』を論じる際に多くの評者がこの用語を援用しているものの，いまひと
つ明確なイメージが描けないとの声をよく聞く O 小論で私は Hayman が
考えた arnge という概念がどのようなものであり，それが『ユリシー
ズj 研究，ひいては小説研究の中でどのような意味をもっているのかにつ
いて， Hayman の論述を詳細に分析すると同時に， nartive 研究の準拠
枠と照合しつつ再検討してみたい。








のが Hayman の主張である O 彼は arnge を次のように定義する O
I use the term “arnge" to designate a figure or a presnc 
tha can be identical neithr with the author nor with his nar-
rators ， but tha exrcise an increasing degr of overt control 












その後本書において Hayman はいろいろなかたちで arnge および
arnge の仕事について説明を試みる O それがさらにこの概念を分かり
にくくしている原因でもあるのだが，ひとつひとつ丁寧に精査してみる必
要がある O 彼は最初にかなり大まかな例を示しながら， arnge の仕事
として以下のような点をあげる O
まず， rユリシーズ』の中に見られるさまざまな照応関係や作品の構造
上の対応関係を例にあげ，それらが arnge の役割の表れだと論じる O




spear についての考えをめぐらす Stephn が描かれているという対比関
係がある，と論じたり， monlgue (male) の第 3挿話“Proteus" と
monlgue (female) の第18 挿話“Penlope" が照応関係にあるといっ
た， Joyce 自身の schema に基づいた例もあげている。さらに，第 2挿話
“Nestor" と第 4挿話 "Calypso" はともに solioquy に近いが，前者が
内向するのに対して，後者では Blom の外部の観察が横溢している点で








A Portrait of the Artist αsα Young M αn と異なり，一人の人物ではな
く複数の人物の意識を扱わねばならない『ユリシーズ』では，時間軸だけ
でなく空間的広がりを処理する必要がある o Hayman はそこで Joyce が
とった手法について次のように論ずる。
『ユリシーズ』前半部では initial style を用いて，二人の人物の内面を
読者に提示した。しかし後半部では読者は esthetic surface に関わってい




者は artist とar 抵抗が産み出したものの中間に位置する自分を受け入れ
るようになる o 小説の機構に携わる artist として読者は下に流れる秩序
の力を感ずることができ，登場人物の窮状に引き込まれる観客 (specta-
tor) として読者はその窮状の本質に参入しながらも，そこから注意深く






In 吐1e later chapters J oyce's means sem to take over and the 
readr finds himself more obviously engad by the esthetic 
surface whic must ultimately serve not as a barier.. ・(Hay-
6 




Ten Years Mt er Thougt という付記と Plot Sumary 他の 3つの ap-
pendix が付された以外は記述にほとんど大きな変化はない。ただ著者が
改訂版の序文で，改訂版では style を変えた部分があると述べているが，
目立った部分がーカ所あるO それは ar ・anger の記述が導入された章で，
改訂版には From N arator to Ar range というサブタイトルが付されて
いる (Ha 戸nan ，8)0 ついでながら，細かいことだが，初版には index








できない面がでてくるO このことは彼が arnge の概念を説明する過程
でさまざまな言い換えをしていることからも窺い知れる o
前述のように小説世界と読者との距離を微妙に調節するような機構を編
み出す作業を作者 Joyce が考え出したと述べた後， From N arator to Ar-
range という見出しのついた章に移る O ここで Hayman は具体的に ar-
range が行うことについて記述していくのであるが，ここでも arnge
と思われる agent がいろいろな名前で登場する o 例えばこういう言い方
をするO
Ar anger 再考 7 
'Iも ough we may be dazled by the virtuosity of the artistic 
prime mover ， we ned not overlok a certain comfrting consis-
tency in the persona behind the action of the first elven chap-
ters. (Hayman ， Revisd Editon 8) 
ここには創作に関わるものとして artistic prime mover とpersona が登
場する o the Prime Mover がアリストテレスでは「神」を表すことを考
えれば， artistic prime mover は作者であろう。では， the persona behind 
the action of the first eleven. chapters は何を指すのか。一読すると ar-
range をさしていると思われるのだが， Hayman はその後，例をあげて
説明する中でこれを nartor ととらえていることがわかる o その仕事と
は，会話や独自をつなぐ無機質になりがちな文章に強調や関心やヒユーモ
アを加える文体上の目印のようなもの(彼は ticks という語を用いる)や
修辞上のジェスチャを加えることだという O 例えば，“Lotus Eater" で
Blom が Martha の手紙に入っていた押し花をとる仕草はこう描かれて
いる。
He tore the flower gravely 企om its pinhold smelt its almost no 
smel.. (Ulyse ， 5.260) 
この部分をとりあげて Hayman は，この tear するという行為と pinhold




このペルソナが arnger であるように思われるのだが，しかし Ha 戸nan






一一There's your snotrag, he said.
And putting on his stiffCollar and rebellious tie he spoke to
them, chiding them, and to his dangling watchchain. His hands
plunged and rummaged in his trunk while he called fわr a clean
handkerchief. God, we'll simply have to dress the character. I
want puce gloves and green boots. Contradiction. Do l contra-
dict myself? Very well then, I contradict myself. Mercurial
Malachi. A limp black missile flew out of his talking hands.
















ranger % a creature of many faces but a simple impulse, a larger ver-










ぬ見出しの挿入を指しているのであろう｡ The whimsical headlines as-






























































































































るunreliable narratorとなり, implied authorの存在がもっとも目立つ
ことになる(Chatman, Story & Discourse 149)｡
ChatmanはさらにCoTning to Termsのなかで, Boothの主張の欠点
をあげつつも,このimpliedauthorを措定することの意義をもっぱら実
践的な目的から支持している｡
lT]he question is not whetherthe implied author exists but
what we get from positing such a concept.What we get is a way
of naming and analyzlng the textual intent of narrative fictions
under a slngle term but without recourse to biographism. This
is particularly important fわr texts that state one thing and im-
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